
第３号様式（公開） 

ヨコハマ市民まち普請事業 

第 １ 次 提 案 書 

 

注１）３号様式はページを増やさず、必ず２ページ以内でまとめてください。 

注２）３号様式は市民に公開しますので、個人が特定できる情報は記入しないでください。 

注３）添付資料は位置図、現況写真、活用イメージ図、その他資料、各Ａ４版１ページ、

余白15mm以上としてください。 

提案グループ名 

（25字以内） 

 

子どもと大人のまなびば そらいろ 

現在の主な活動

内容・活動実績 

① 令和５年６月発達に凸凹のある子どもの「個別のまなび支援」を開始 

② 令和５年８・９月空き家の改修の参加者と「共食」によるつながり作り 

③ 令和５年10月現在の場所をオープン。「そらいろイベント」でおやつと飲み物

の「共食」を導入。そらいろコラボレーター※の募集開始。 

④ 令和６年４月コラボレーターと共同企画で「共食」とシェアのイベントを開始 

提案場所 
            泉区中田東３丁目 

提案名 

（25字以内） 

 

多様な人々が共食で繋がる探求と表現の「まなび」の場 

提 案 す る 施 設
（どのような施設

の提案ですか） 

老若男女、障がいのあるなしや立場に関係なく、今その人が探求したいこと・

表現したいこと・体験したいことなどの「まなび」を応援する場。イベント等に「共

食」の機会を設け、想いをシェアしながら「まなび」や関わりを深める機会にする。 

① 共食を支えるキッチン（ランチの提供や菓子製造販売のためシンクや仕切り） 

② 多様な人の参加に対応できる間取り（部屋やトイレを広げる・授乳などができ

る多目的ルーム・車の騒音や2階足音などの防音対策） 

③ 外から人が入りやすい外観（キッチン外のチャイム、サンシェード、外壁） 

整備費用の概算額：約５００万円 

活 用 イ メ ー ジ
（提案する施設で

どのようなことを

行いますか） 

【現在実施している活動】 

「１.個別のまなび支援」や「２.そらいろイベント」（子どもから大人まで対象の体

験・協働・シェアを大切にしたイベント）のほか、やってみたいことをとことん追求

する「3.そらいろ探求スクール」や余暇のためのサードプレイス「4.アフタヌーンク

ラス」を実施する。 

【整備後の活用】 

① イベント後のランチ提供による「共食」で安心して人と繋がる場になる 

キッチン整備後、イベント時にはおやつだけではなくランチの提供が可能と

なり、より「まなび」や関わりが深くなる。また、昼間地域で過ごしている社会

的に孤立しやすい方も、ランチの「共食」をきっかけに活動に参加し、じっくり

話すなどして安心して人と繋がることができ、さらに利用者層が広がる。 

② 多様な人が気軽に入れ、安心して利用できる 

多様な人に開かれていることがわかる外観にすることで、そらいろに気軽に

入れる人が増える。車いすも入れるトイレや授乳などができる多目的ルーム

を設置したり、音に過敏な人に配慮し防音対策をしたりすることで、多様な

人が安心して利用しやすくなる。また、スペースを広げることで、より安全に

活動できる施設となる。 

③ 中田のまちと人をつなぐ施設になる 

中田について調べたり中田に関わりのある人に話を聞いたりするなど、中田

のよさを発掘し、発信しながら、人を繋げる。地域のお祭り等にも積極的に出

かけていき、人や場を繋げていく。その際、チラシだけでなくキッチンで作っ

たお菓子等が、関心をもってもらうツールとなる。 



提案の背景（な

ぜ 提 案 を する の

か、地域のニーズ

や課題、生かした

い地域の魅力等に

触れて説明してく

ださい） 

① 「共食」で「繋がり」ができ、「絆」が深まると実感 

「子どもから大人まで対象」「体験・協働・シェアを取り入れる」「ちょっとした 

非日常を味わえる」のコンセプトで「そらいろイベント」を行ってきた。休憩や

活動体験のシェアの時間におやつを出すと、場が和んで話しやすい環境にな

り、参加者同士の関わりが深まった。 

② 多様な人が繋がる場がたりない 

「子ども」「大人」「障がい者」など、各世代や人をターゲットにした学びの場は

多いが、多様な人が混じりながら参加できる場は少ない。核家族世帯も多く、

世代の違う人や障がいのある人の無理解による問題が起こりやすい。 

③ 中田は高齢者や障がい者が多いが、余暇を楽しむ場は少ない 

泉区の高齢者の1/4は中田に住んでいるが、家の中で長時間過ごしている

人は多い。また、近年発達障がいとされる子どもが急増していること、中田に

は作業所など古くから社会福祉施設が多い（2023年で17施設）ことから、

障がい児・障がい者が余暇を安心して楽しむ場所がさらに必要である。 

目指す地域の将

来像（提案を実現

することで、どの

ような地域にした

いと考えますか） 

① 自分のやりたいことをして生き生きする人が増える 

まちで行われる行事やイベントに多くの人が活動したり交流したりする場があ

ることで、やりたい活動をして生き生きと暮らす人が増え、まちが活気づく。 

② 多様な人を受け入れながら、まちの人が繋がり合い、安心して暮らせる 

障がいのある方や不登校児、高齢者など社会的に孤立し不安になりがちな人

も出かけやすい場が増えることで、多様性を認め支え合うまちになる。 

③ 中田のまちを誇りに思い、まちや人を大切にする人が増える 

歴史があり多様な人が住んでいる中田をもっと知ることで、わがまちを誇り

に思うきっかけになり、住み心地がよくなる。 

整 備 時 の 協 働
（つくるときに連

携する仲間や活用

する地域資源注４）

に触れて説明して

ください） 

そらいろコラボレーターやイベント等の参加者、自治会の町内会や子ども会な

どに呼びかけて、DIYをイベントとして行う。 

 

※そらいろコラボレーター：探求・表現の「まなび」やつながりを応援するそらい

ろの理念に賛同し、自身も「まなび」を深めていこうとする人（現在は登録制） 

運 営 時 の 協 働
（運営するときに

連携する仲間や活

用する地域資源注

４）に触れて説明し

てください） 

・運営に関わるそらいろスタッフやそらいろコラボレーター（現在約20名）が、運

営業務の他、チラシの配架依頼、イベントの手伝い、イベントの企画・運営など、

関われる範囲でボランティアとして活動する。 

・踊場地域ケアプラザ、泉地域活動ホーム、泉区社会福祉協議会、泉区こども若者

の居場所連絡協議会、「音楽スペース おとむすび」や「宮ノ前テラス」など近隣

の居場所等と連携する。 

その他提案につ

いて特にＰＲし

たい点を記入し

てください。 

共食を通して心を開き活動をシェアする「まなび」の場です。地域への存在感や

部屋の使い方の改善、共食を支えるキッチンを整備することで、多様な人が集ま

りやすくなり、人がやりたいことを生き生きとするまちづくりに貢献できると考

えます。 

注４）「地域資源」とは、次のようなものを想定しています。 

  ○「ヒト」の例 ・地域のＰＴＡから協力を受けられそう。    ・地域に設計の専門家がいる。 

  ○「モノ」の例 ・整備に必要な材料を安く入手できそう。    ・整備に必要な建設機械を安く借りられそう。 

  ○「カネ」の例 ・自治会町内会から資金的な支援を受けられそう。 ・バザーなどで資金を集められそう。 

整備場所の地権者等注５）への提案内容及びコンテストに応募することについての説明状況 

説明の相手方 相手方の意見等 

大家さん 理解を示している 

注５）土地・建物を所有している、借りている、又は実質的に使用権利を持つ者（会社や行政機関も含む） 

 記載内容について、次の内容を確認後チェックボックスに✔を入れてください。 

☑ 記載内容は真実であり、虚偽はありません。 

☑ 記載内容に個人情報は含まれていません。 



整備予定

出典：よこはまっぷ

＜位置図＞



「子どもと大人のまなびば そらいろ」現況写真 

 
 

 

 

 

外から気軽に 

入りにくい外観 

大勢の共食を支えきれない

キッチン 

狭いトイレ 

イベント後の「共食」・ 

シェアタイム 

大人が多いと 

狭くなる部屋 



外から人が
入りやすい外観

多様な人の参加に
対応できる間取り「共食」を支える

 キッチン



そらいろの活動 

例えば・・・ 

「
ま
な
び
」
の
場 

つながる 

探求 

表現 

多様な人の参加 

共食 

語り合い 

 

体験 

協働・シェア 

落ち着く環境 

●老若男女、障がいのあるなしや立場に関

係なく、今その人が探求したいこと・表現

したいこと・体験したいことなどの「まな

び」を応援する。 

●イベント活動等に共食の機会を設け、そ

れぞれの表現や想いを人とシェアしなが

ら「まなび」を深める機会にする。 

 

①共食を支え、人をつなぐ 

キッチンに 

・食品営業許可・菓子製造許可の 

キッチン 

（食器洗い用のシンクを増やす、 

仕切り兼収納棚の設置） 

②多様な人の参加に対応できる

間取りに 

・より広いトイレや部屋 

（壁を抜くなど） 

・授乳等ができる多目的ルーム 

・車の騒音や2階床音などの防音対

策（内窓設置や２階床のコルク貼り） 

③外から人が入りやすい外観に 

・キッチン外のチャイム 

・サンシェード 

・看板設置・入りやすいデザインの

塀・壁 

使いやすい部屋 

入りやすい建物 

まち普請でできるよ

うになること 

高齢者や子育

てママがランチ

を食べながら

ゆっくり交流 

イベント後の

後片付けが協

力しながらさ

っと片付く 

よりたくさん

の人が利用 

利用者層

の広がり 

運営の

負担減 

経済的 

安定 

地域の 

つながり 

【そらいろ これまでの経緯】 

① 令和５年６月 発達に凸凹のある子どもの「個別の

まなび支援」を開始 

② 令和５年８・９月 空き家の片付け・改修の参加者

と「共食」によるつながり作り 

③ 令和５年10月 現在の場所をオープン。「そらいろ

イベント」でおやつと飲み物の「共食」導入 

④ 令和６年４月 コラボレーターと共同企画のイベン

トを開始 

これまでの参加者の活動 

さらに目指したい環境 

まち普請でリノベーション 

ホーム 

ページ 

じっくり共食 

まちに飛び出す 
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